
日本ではどうなの？

～はじめに～～はじめに～～はじめに～～はじめに～

朝晩の冷え込みが厳しくなり，本格的な冬がやってきましたね。風邪を引いていませんか。
インフルエンザが流行する時期でもあるので，体調管理に気を付けましょう。
さて，前回の懸け橋 11 月号では人工多能性幹 (iPS) 細胞について学びました。iPS細胞は皮膚

や血液など役割を持つ細胞が人為的に初期化された細胞で，異なる役割を持つ細胞に生まれ変
われるという特徴を持っていましたね。今月は，iPS細胞が樹立される前から存在し，再生医療
のパイオニア「ES 細胞」に視点を当ててみましょう。

ES 細胞？何度か ES 細胞という言葉を聞いたことがあるけど…Q.

A.A.A.A.
ES 細胞とは、胚性幹細胞 (embryonic stem cell) のことです。受精卵が分裂し

て胎児になるまでの段階を胚といいます。ES 細胞は、精子と卵子の受精後 6，
7 日目の胚盤胞という胚の中から取り出された細胞を培養して作製される多能

性幹細胞の一つですね。古くから再生医療研究の最も中心的な存在として注目
されてきた細胞なんだ。山中伸弥先生が iPS細胞を樹立する過程で“山中因
子”と呼ばれる 4 つの遺伝子を見出しましたが、これは ES 細胞の中で働いて
いる遺伝子を参考に候補を選び絞り込んだ結果なんだよ。

マウス iPS細胞は 2006 年、ヒト iPS細胞は 2007 年でしたね。ES 

細胞はいつ樹立されたのですか。Q.

A.A.A.A.
1981年に Evans, M.J. とMartin, G.R.がマウス ES 細胞を樹立しました。それ
ぞれの論文が Natureと Proc. Natl. Acad. Sci. USA に発表されています。iPS細
胞が体細胞を初期化して作るのに対して、ES 細胞は受精卵を使って作るとい
う大きな違いがあるのですね。
マウスの ES 細胞作製の成功の後、ついに 1998 年にアメリカの Thomson, 

J.M. らがヒトの ES 細胞の樹立に成功しました。その論文は Scienceに公表さ
れています。

Q.

A.A.A.A.
日本でも 2002 年からヒト ES 細胞を輸入して研究が始まりましたが，それ

らの細胞の使用には制限があって誰でも好きなように研究に使用することがで
きるわけではありませんでした。そこで、京都大学再生医科学研究所の中辻憲
夫教授が中心となって、2003年に日本国内初のヒト ES細胞株を樹立しました。
現在、京都大学では樹立した ES細胞を供給しています。中辻憲夫教授は日本
の ES細胞研究にご尽力されている研究者のお一人です。
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If you can dream it,

You  can  do  it.

(夢見ることができれば、
それは実現できる。)

アメリカ出身のアニメーター、
ウォルト・ディズニー (1901-1966) 

の言葉です。

目標があるからこそ頑張れるとい
うことでしょうか。自信がなく
なった時に、前向きになれる言葉
ですね。

Q1. ヒト ES 細胞が樹立されたのは
いつでしょう？

① 1981年

② 1989年

③ 1998年

Q2. 涙は泣く時だけに出るもので

はありません。１日にどれく
らいの涙が出るのでしょう？

①目薬約 5滴分

②目薬約 20滴分

③目薬約 100滴分

答えは下を見よう！正解できたか
な？
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一つ目として、ES 細胞は胚を壊して取り出された細胞であ
るということです。ES 細胞を作製する場合は、不妊治療など

で不要になり廃棄されることが決まった胚（「余剰胚」と呼ば
れます）が提供者の同意の元で利用されます。しかし、「余剰
胚」だとしても、その胚を子宮内に戻せば、胎児になり赤ちゃ
んが産まれる可能性があります。つまり、受精卵から ES  細胞

をつくることによって生命の芽を摘んでしまうという懸念があ
り、ES 細胞研究に対する違和感や批判が根強くあります。

二つ目は、拒絶反応です。人の身体には体内に入ってきた物
質を自己と非自己に分け、非自己と判断したものを排除する免
疫系という仕組みが備わっています。細菌やウイルスが体内に
侵入した際にはそれらを非自己として認識し排除する仕組みで
もあり、私たちが健康に過ごすためになくてはならないもので
す。同様に、ヒトどうしの場合でも自己と非自己があり、これ
は白血球の型 (HLA) で区別されています。移植の際には、
HLA を一致させ拒絶反応が起こらないようにします。しかし、
臓器移植を必要とする患者さんの HLA と ES 細胞の HLA を一
致させることは非常に難しいです。

なぜなら、不妊治療の際の余剰胚と
いう条件で ES 細胞が作製されるた

めであり、必要としている患者さん
の HLA と一致する確率が低いから
です。HLA が異なる組織・臓器を移

植した場合、免疫系は非自己と認識
してその組織・臓器を攻撃し拒絶反
応がおきてしまう可能性があります。

• マウス ES 細胞 ... 1981 年に Evans MJ と Martin GR が報告 • ヒト ES 細胞 ... 1998 年
に Thomson JA が報告


